
 

ThingVisor Factory: クラウドネイティブな IoTサービス構築システム 
ThingVisor Factory: A system for design and deployment for cloud native IoT services 

        金井 謙治*1                     中里 秀則*1                   金光 永煥*2  

Kenji KANAI          Hidenori NAKAZATO          Hidehiro Kanemitsu 

*1早稲田大学                                *2東京工科大学 

Waseda University                   Tokyo University of Technology 

 

1. はじめに 

近年、コンテナ仮想化技術およびそのオーケストレーシ

ョン技術の普及、さらには、マイクロサービスアーキテク

チャの概念の浸透に伴い、システム、ネットワーク、アプ

リケーションのクラウドネイティブ化が進んでいる。筆者

らもまた、IoTデバイスや IoTサービスをエッジ・クラウド

基盤上で相互運用可能とするためのクラウドネイティブな

仮想 IoTシステムの研究開発[1]を進めている。 

本稿では、本 Fed4IoT システムの構成要素の一つである

ThingVisor Factory[2]を紹介するとともに、その要素技術に

ついて簡単にまとめる。 

 

2. ThingVisor Factoryの概要 

ThingVisor Factoryは、Webブラウザを介して IoTサービ

スを簡易に設計・構築できるシステムである。本

ThingVisor Factory では、マイクロサービスアーキテクチャ

の概念を踏襲し、IoT サービスを機能レベル（マイクロサ

ービス）に分割し、ネットワーク内でチェイン（サービス

チェイン）させることで、利用者に簡易な IoT サービスの

設計と構築を実現している。このように複数のマイクロサ

ービスに分割して IoT サービスを実現することによって、

従来のモノシリックなサービスと比較して、より柔軟な計

算資源と通信資源の管理を可能にするとともに、容易なプ

ログラムの更新といったメンテナンス性の向上が図れる。 

一方で、マイクロサービス化させることによる課題も存

在する。特に、単一の IoT サービスを実現するためには、

複数のマイクロサービスをネットワーク内に分散配置する

必要があるため、マイクロサービスの状態監視、マイクロ

サービスの最適配置、マイクロサービス間のネットワーキ

ング、これらを効率化させる必要があるとともに、自動化

（さらには自律運用化）が求められる。 

筆者らはこれまで、これらの技術課題に対して、特に、

マイクロサービスの最適配置およびマイクロサービス間の

ネットワーキングについて取り組んできた。 

例えば、マイクロサービスの最適配置については、[3, 4]

において、マイクロサービス間のアプリケーション遅延を

削減するためのクラスタリング手法を活用した配置手法や、

計算および通信資源を最小化させるためのサービスアグリ

ゲーション手法を活用した配置手法を提案してきた。 

また、[5]においては、マイクロサービス間の効率的なネ

ットワーキングのために、HTTP ベースの通信ではなく、P

トピック名でデータのやり取りを行う Pub/Sub メッセージ

ングモデルを活用したデータセントリックなサービスチェ

イニング手法を提案してきた。トピック名でマイクロサー

ビスの呼び出しを実現することで、ネットワーキングの簡

略化を図るとともに、マイクロサービスが生み出すデータ

の共有を可能にすることで、通信量を削減できることを確

認している。さらに、最近では、[6]のように、情報指向型

ネットワーク（ICN）を活用することで、さらなるネット

ワーク負荷の分散化を図っている。 

以上の要素技術を、Docker および Kubernetes を活用し

ThingVisor Factory としてプロトタイプ実装を行い、現在、

オープンソースとして公開する準備を進めているところで

ある。 

3. まとめ 

本稿では、クラウドネイティブな IoT サービスを実現す

るための ThingVisor Factoryについて、マイクロサービスの

最適配置手法および Pub/Sub および名前ベースのデータセ

ントリックなサービスチェイニング手法について概説した。 
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